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査
報
告
】

阿
波
人
形
浄
瑠
璃
の
伝
承

へ
の
取
り
組
み

一
　
は
じ
め
に

阿
波
人
形
浄
瑠
璃
は
三
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
芸
能
で
、
特
に
農
村
地
域

で
は
最
大
の
娯
楽
と
し
て
古
く
か
ら
人
々
の
間
で
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、
昭
和
に
入
る

と
、
庶
民
の
娯
楽
の
多
様
化
と
と
も
に
次
第
に
人
気
を
失
い
、
表
退
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。

し
か
し
戦
後
に
な
る
と
、
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
を
再
興
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
次
第
に

活
発
に
な
り
、
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、
伝
統
的
な
座
の
復
果
、
新
し
い
座
の

結
成
と
い
っ
た
流
れ
の
中
、
現
在
で
は
人
形
浄
瑠
璃
の
愛
好
者
も
増
え
、
各
座
が
人
形

浄
瑠
璃
を
上
演
す
る
機
会
も
非
常
に
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
形
で
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
の
伝
承

へ
の
努
力
が
な

さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史
的
展
開
を
整

理
し
た
上
で
、
行
政
や
各
種
団
体
の
、
そ
の
復
果

へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
。
そ
の
上
で
、
人
形
浄
瑠
璃
の
実
際
の
担
い
手
で
あ
る
人
形
座
の
伝
承

へ
の
取
り

組
み
を
、
勝
浦
座

，
平
成
座
の
事
例
を
も
と
に
紹
介
し
た
い
。

長

瀬

淑

子

阿
渡
人
形
浄
瑠
璃
に
関
す
る
既
往
の
研
究
は
、
そ
の
歴
史
的
側
面
に
関
す
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
、
人
形
浄
瑠
璃
の

「現
在
」
に
焦
点
を
当
て
た
論
考
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
こ
こ
で
人
形
座
の
現
状
を
紹
介
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
阿

波
人
形
浄
瑠
璃
研
究
に
と
っ
て
も
意
味
が
あ
る
こ
と
と
考
え
る
行
、

一
一　
阿
波
の
人
形
浄
瑠
璃

（
一
）
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史

徳
島
に
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
人
形
浄
瑠
璃
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

は
つ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
西
の
官
の
戎
か
き
百
太
夫
が
そ

の
碗
年
淡
路
に
移
り
住
み
教
え
た
人
形
遣
い
の
技
が
、
後
に
徳
島
に
伝
わ
っ
た
と
い
う

伝
説
が
あ
る
よ
う
に
、
人
形
浄
瑠
璃
の
盛
ん
で
あ
つ
た
淡
路
を
経
由
し
て
徳
島
に
伝
来

し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。　
三
ハ
世
紀
末
に
な
る
と
、
淡
路
で
は
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す
で
に
い
く
つ
か
の
人
形
座
が
活
躍
し
て
お
り
、
源
之
丞
座
が
特
に
有
名
で
ぁ
っ
た

［四

国
大
学
阿
波
の
文
化
研
究
会
　
一
九
九
五
　
一
〓
五
。

元
和
元
年

（
一
六
一
五
）、
阿
波
藩
主
蜂
須
賀
家
政
は
大
坂
夏
の
障
の
戦
功
に
よ
り
淡

路
島
を
加
増
さ
れ
、
以
後
、
淡
路
島
は
Ｎ
波
藩
の
所
債
Ｌ
な
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
阿
波

と
淡
路
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
阿
波
で
も
人
形
浄
瑠
璃
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

い
っ
た
。
蜂
須
賀
公
は
、
祝
事
の
際
に
人
形
津
瑠
璃
の
座
を
城
内
に
郷
い
た
り
、
座
員

の
労
役
を
免
除
し
た
り
し
て
、
人
形
浄
瑠
璃
の
保
護
に
努
め
た
。
ま
た
人
形
津
瑠
璃
上

演
時
に
は
、
三
里
四
方
で
は
歌
舞
伎
な
ど
他
の
一
切
の
奥
行
を
禁
上
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
人
形
浄
瑠
璃
の
座
は
独
占
興
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

［四
国
大
学
阿
波
の

文
化
研
究
会
　
一
九
九
五
　
一
〓
高
。

一
人
世
紀
に
は
淡
路
の
人
形
座
の
数
が
増
え
、
京
都
や
大
坂
に
ま
で
実
行
に
出
か
け

て
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
源
之
丞
座
、
久
大
夫
座
、
六
之
丞
座
が
特
に
有
名
で
、
毎
年

交
代
で
京
都
の
御
所
に
召
さ
れ
て
正
月
に
二
番
空
を
演
じ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た

【四

国
大
学
阿
波
の
文
化
研
究
会
　
一
九
九
五
　
一
〓
直
。
淡
路
の
人
形
座
が
頻
繁
に
徳
島

へ

来
て
公
演
し
て
い
た
た
め
、
徳
島
で
は
プ
ロ
の
座
が
育
た
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
か
わ
り
、
特
に
辺
部
な
場
所
に
あ
る
村
で
は
、
本
職
の
人
形
座
が
訪
れ
る
こ
と
も

少
な
か
っ
た
た
め
、
各
地
域
で
農
民
た
ち
が
村
が
か
り
で
座
を
作
り
、
津
瑠
瑞
や
人
形

繰
り
を
自
ら
練
習
し
て
、
祭
礼
の
と
き
な
ど
に
人
形
浄
瑠
璃
を
上
演
し
た
。
徳
川
幕
府

は
公
に
は
村
芝
居
を
禁
止
し
て
い
た
が
、
そ
の
御
法
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
民
た
ち

は
唯

一
の
娯
楽
で
あ
る
芝
居
を
上
演
し
続
け
た

［四
国
大
学
阿
波
の
文
化
研
究
会
　
一

九
九
五
　
一二
人
］。

城
下
町
や
そ
の
周
辺
の
平
野
部
で
は
、　
一
般
に
寺
社
の
境
内
や
農
閑
期
の
口
な
ど
に

「掛
け
小
犀
」
と
呼
ば
れ
る
臨
時
の
芝
居
小
屋
を
建
て
、
そ
こ
で
人
形
芝
居
を
上
演
し

て
い
た
が
、
旅
の
一
座
が
容
易
に
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
山
間
部
な
ど
で
は
、
農
民

た
ち
は
自
ら
座
と
と
も
に

「農
村
舞
台
」
と
呼
ば
れ
る
常
設
の
舞
台
を
寺
社
の
境
内
に

建
設
し
、
そ
こ
で
人
形
芝
居
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
。

当
時
徳
島
で
は
吉
野
川
流
域
を
中
心
に
藍
の
栽
培
が
行
わ
れ
、
そ
の
販
売
が
全
国
に

広
が
る
に
つ
れ
人
々
の
暮
ら
し
は
酒
沢
に
な
り
、
娯
楽
を
求
め
る
余
裕
も
生
じ
た
。
そ

の
た
め
、
人
形
浄
瑠
璃
は
著
し
く
発
展
を
遂
げ
て
い
つ
た
。
さ
ら
に
、
藍
の
栽
培
に
よ

っ
て
富
を
得
た
豪
農
た
ち
が
人
形
浄
瑠
璃
を
支
援
し
、
最
も
人
気
の
あ
る
娯
楽
と
し
て

藩
中
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
藍
商
人
は
、
藍
取
引
の
た
め
に
江
戸
や
上
方
に
赴
く
た
び

に
新
作
の
芸
題
や
浄
瑠
璃
を
地
元
に
持
ち
帰
っ
た
。
そ
し
て
経
済
力
に
も
の
を
い
わ
せ

て
人
形
遺
い
の
パ
ト
ロ
ン
と
な
り
、
自
ら
も
浄
昭
璃
を
語
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

暇
と
お
金
が
な
け
れ
ば
三
味
線
や
語
り
を
習
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
浄
瑠
璃

の
太
大
を
す
る
こ
と
は
当
時
の
男
性
に
と
っ
て
の
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た

，
、

江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
京
都

・
大
坂
な
ど
の
大
都
市
で
は
、
人
形
洋
瑠
璃

の
人
気
は
急
速
に
低
下
し
て
い
っ
た
が
、
人
形
忠

や
天
狗
久
な
ど
数
多
く
の
優
れ
た
人

形
師
を
輩
出
し
た
徳
島
で
は
、
屋
外
で
人
形
浄
瑠
璃
を
上
演
す
る
た
め
通
常
よ
り
も
大

き
め
の
人
形
を
使

っ
て
お
り
、
そ
の
大
型
で
た
く
ま
し
い
人
形
が
人
気
を
集
め
、
人
形

浄
瑠
璃
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。
明
治
中
期
に
は
、
淡
路
の
人
形
座
は
四

人
座
、
徳
島
の
人
形
座
は
七
〇
座
に
の
ぼ

っ
た
と
い
う

［四
国
大
学
阿
波
の
文
化
研
究

本
〓
　
一
九
九
五
　
一
言
己
。

し
か
し
、
大
正
　
昭
和
に
か
け
て
活
動
写
真
や
近
代
演
劇
な
ど
庶
民
の
娯
楽
の
多
様

化
が
進
む
と
と
も
に
、
次
第
に
人
形
洋
瑠
韓
の
人
気
は
衰
退
し
て
い
き
、
淡
路
や
徳
島

の
人
形
座
も
次
々
と
解
散
に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
戦
前
は
、
三
〇
人
く

ら
い
で

一
座
を
組
ん
で
、
新
潟
か
ら
九
州
の
ほ
う
ま
で
巡
業
し
て
い
た
座
が
い
く
つ
か

あ

つ
た
と
い
う
。
期
間
は
三
カ
月
か
ら
半
年
く
ら
い
の
間
で
、
巡
業
先
で
行
き
詰
ま
つ

て
し
ま
つ
た
と
き
に
は
、
人
形
な
ど
全
て
の
荷
を
売
り
人
だ
け
帰
っ
て
き
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
昭
和

一
〇
年
頃
ま
で
続
い
て
い
た
ら
し
く
、
現
在
も
新
潟
に
売

っ
て

き
た
人
形
が
残
っ
て
い
る
。
文
化
財
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
た
り
、
そ
の
人
形
を
使

っ
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て
地
元
で
浄
瑠
璃
を
し
て
い
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
る
と
い
う
３
〓

結
局
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
徳
島
の
人
形
座
は
勝
浦
座

・
寄
井
座

・
同
花
座
の

三
座
の
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
を
受
け
て
徳
島
の
伝
統
文

化
で
あ
る
人
形
浄
璃
璃
復
興
の
機
連
が
高
ま
り
、
昭
和
二

一
年
に
は
阿
波
人
形
浄
瑠
璃

振
興
会
が
結
成
さ
れ
、
昭
和
三
二
年
に
は
、
阿
波
人
形
津
瑠
璃
が
徳
島
県
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
る
遷
び
と
な
っ
た
。

（
二
）
現
在
の
状
況

現
在
、
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
振
興
会
に
は
四
つ
の
大
夫
部
屋
が

登
録
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
二
年
頃
、
県
下
に
は
約
五
千
人
の

浄
瑠
韓
関
係
者
が
お
り
、
三
〇
～
五
③
人
の
三
味
線
の
師
匠
が

い
た
が
、
現
在
で
は
浄
瑠
璃
関
係
者
は

一
五
〇
人
に
ま
で
減
少

し
て
お
り
、
二
味
線
の
師
匠
は
六
人
し
か
い
な
い
う
え
、
い
ず

れ
も
七
〇
～
人
Ｏ
歳
以
上
と
い
う
高
齢
で
あ
る

（表
１
）。

現
在
、
振
興
会
に
所
属
し
て
い
る
人
形
座
は

一
〇
座
あ
る
。

こ
の
う
ち
勝
浦
座
　
寄
井
座

・
岡
花
座
は
戦
前
か
ら
続
い
て
い

る
古
い
座
で
あ
る
。
木
沢
人
形
座
は
約
二
〇
年
前
に
結
成
さ
れ

た
。
者
は
村
に
舞
台
が
あ
り
座
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
人
形
な
ど

の
道
具
類
を
全
て
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
た
め

一
時
途
絶
え
て
い
た
と
い
う
。
岡
花
座

と
木
沢
人
形
座
は
振
興
会
に
登
録
し
て
い
る
座
員
数
が
少
な
い
が
、
こ
れ
は
振
興
会
に

登
録
す
る
と
会
費
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
代
表
者
の
み
が
登
録
し
て
い
る
由

で
、
実
際
に
は
こ
の
他
に
も
座
員
が
い
る
。

ま
た
、
城
北
座
は
城
北
高
等
学
校
民
芸
部
の
出
身
者
を
中
心
と
し
て
昭
和
五
六
年
に

結
成
さ
れ
、
鳴
門
座
は
昭
和
五
六
年
、
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
振
興
会
鳴
門
支
部
の
愛
好
者

を
中
心
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
平
成
座
は
平
成
元
年
、
名
月
座
は
平
成
二
年
、
あ
わ
エ

芸
座
と
ふ
れ
あ
い
座
は
平
成
五
年
に
結
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
四
座
は
比
較
的
新
し
い

座
と
い
え
る

（表
２
）。

現
在
あ
る

一
〇
座
の
う
ち
、
人
形
が
な

い
、
大
夫
が
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
「傾

城
阿
波
鳴
円
」
の
人
段
目
し
か
上
演
で
き

な
い
座
が
四
座
あ
る
。
新
し
い
芸
題
を
増

や
す
に
は
、
人
形
、
大
道
具
に
加
え
、
三

味
線
や
太
夫
も
必
要
と
な
る
の
で
、
お
金

も
か
か
，
難
し
い
と
い
う
。

阿
波
浄
瑠
璃
振
興
会
に
は
登
録
さ
れ
て

い
な
い
が
、
比
較
的
活
発
に
活
動
を
行

っ

て
い
る
座
と
し
て
、
徳
島
県
観
光
協
会
が

涯
普
し
て
い
る
十
郎
兵
衛
屋
敦
民
芸
部
が

あ
る
。
民
芸
部
は
昭
和
五
四
年
に
結
成
さ

れ
、
毎
週
土
　
日
曜
日
に
十
郎
兵
衛
屋
敷

（徳
島
市
川
内
町
）
で

「傾
城
阿
波
鳴
門
」

の
人
段
目
の
定
期
上
演
を
行

っ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
昭
和
三

一
年
に
城
北
高
等
学
校
、
昭
和
三
七
年
に
は
勝
浦
園
芸
高
等
学

校
に
民
芸
部
が
で
き
、
最
近
で
は
川
内
中
学
校
に
民
芸
部
、
川
内
北
小
学
校
に
浄
瑠
璃

ク
ラ
ブ
が
で
き
た
。

〓
一　
後
興
へ
の
取
り
組
み

表2 阿渡大形浄瑠璃振興会加盟団体く人形座)

表 1 阿波人形津瘤璃振興会加盟団体

人形座 代表者 匹員数 男女比 衛成年

勝捕座 池内 勲 17 11 106 戦前より

奇井座 山田晴吉 19 10 109 戦前 より

岡花座 西村幸和 2 男性のみ 戦前より

木沢人形座 西末 功 3 ２ 灼20年前

城Jヒ座 茶田悦子 1 1 2 ,09 昭和56年
鳴F目座 小林春成 7 2 ,05 昭和56年

平成座 松本 弘 3 117 平成元年

名月座 後藤伊 都子 13 女性のみ 平成 2 年

あわ工芸圧 後藤文子 13 2 111 平成 5年
ふれあV 座ヽ 草野郁子 女性のみ 平成 5 年
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戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
の
復
興
に
向
け
て
の
様
々
な
取
り

組
み
が
、
多
く
の
機
関

・
団
体
に
よ
り
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
の
実
態
に
つ
い
て
概
述
す
る
。

徳
島
県
教
育
委
員
会
は
、
町
波
人
形
浄
親
璃
の
保
護
育
成
を
図
る
た
め
、
昭
和
四
九

年
人
月
に
木
沢
村
坂
州
八
幡
神
社
の
農
村
舞
台
、
昭
和
五
五
年

一
二
月
に
は
徳
島
市
人

多
町
犬
飼
の
農
村
舞
台
を
、
県
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
た

［徳
島
県
教
育
委
員
会

一
九
八
二
　
一
〓
こ
。
ま
た
、
昭
和
四
九
年
に
は

「か
し
ら
と
驚
玉
」
と
い
う
映
画
を

制
作
し
て
い
る
。　
一
方
、
県
内
人
形
座
の
う
ら
同
花
座
に
三
カ
年
計
画
で
育
成
費
を
交

付
し
て
、
道
具
類
の
整
備
や
後
継
者
育
成
の
事
業
を
行

つ
て
座
の
充
実
を
図
り
、
昭
和

正
三
年
以
降
は
城
北
高
等
学
校
と
勝
浦
園
芸
高
等
学
校
の
民
芸
部
に
人
形
遣
い
と
三
味

線
の
指
導
者
を
派
遣
し
、
後
継
者
の
育
成
を
図

っ
て
い
る

［徳
島
県
教
育
委
員
会
　
一

九
八
二
　
一
〓
邑
。
昭
和
五
六
年
度
に
は
、
国
の
助
成
を
受
け
て
資
料

「阿
波
人
形
を
居

の
歴
史
と
現
状
」
を
作
成
し
、
さ
ら
に
は
人
形
浄
瑠
璃
の
伝
承
教
室
を
開
催
し
そ
の
発

表
会
も
行

っ
た
。
伝
承
教
室
は
以
後
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
後
継
者
の
育
成
に
大
き

く
貢
議
し
て
い
る
。

徳
島
県
観
光
協
会
は
ア
ス
テ
イ
徳
島

（徳
島
市
山
城
町
に
あ
る
観
光
施
設
）、　
ニ
ア
イ

資
料
館

（鳴
円
市
に
あ
る
観
光
施
設
）、
十
郎
兵
衛
屋
敷
な
ど
を
運
営
し
て
お
り
、
こ
の

う
ち
ア
ス
テ
イ
徳
島
内
に
あ
る

「と
く
し
ま
体
験
館
」
と
十
郎
兵
衛
屋
敷
で
は
、
人
形

浄
瑠
璃
の
定
期
上
演
を
行
っ
て
い
る
。
と
く
し
ま
体
験
館
で
は
平
日
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

り
、
週
末
は
人
形
座
に
よ
つ
て

「傾
競
阿
波
鳴
門
」
の
人
段
目
の
上
演
が
行
わ
れ
て
い

る
。
出
演
し
て
い
る
人
形
座
は
現
在
、
勝
浦
座

・
寄
井
座

・
鳴
門
座

・
ふ
れ
あ
い
座

・

平
成
座

・
名
月
座
　
あ
わ
工
芸
座
　
城
北
座
の
人
座
で
、
輪
番
で
上
演
を
受
け
持

っ
て

い
る
。

十
郎
兵
衛
屋
敦
は
、
昭
和
二
九
年
に
徳
島
県
観
光
協
会
が
買
い
取
り
、
管
理
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
五
四
年
に
は
大
飼
の
農
村
舞
台

（徳
島
市
人
多
町
）
を
モ
デ
ル

と
し
た
舞
台
を
建
設
し
、
そ
れ
と
同
時
に
地
元
の
人
に
呼
び
か
け
、
十
郎
兵
衛
屋
敷
民

芸
部
を
結
成
し
た
。
十
郎
兵
衛
屋
敷
は
、
県
内
で
は
じ
め
て
人
形
浄
瑠
璃
を
定
期
的
に

上
演
す
る
場
と
な
っ
た
。
現
在
、
民
芸
部
の
部
員
は
地
元
の
主
婦

一
五
名
で
ぁ
る
。
全

員
が
人
形
道
い
で
あ
り
、
三
味
線
と
太
夫
が
い
な
い
た
め
、
上
演
の
際
に
は
録
音
テ
ー

プ
を
使
用
し
て
い
る
。

上
演
は
定
期
上
演
と
予
約
上
演
が
あ
り
、
定
期
上
演
は
土
　
日
・
祝
日
の
一
〇
時
三

０
分
か
ら
と

一
五
時
か
ら
で
あ
る
。
毎
年
夏
に
な
る
と
、
多
く
の
観
光
客
が
人
形
浄
瑠

璃
を
見
る
た
め
に
十
郎
兵
衛
屋
敷
を
訪
れ
る
た
め
、
毎
日

十
五
時
か
ら
定
期
上
演
を
行

っ
て
い
る
。
特
に
平
成

一
〇
年
は
、
明
石
海
峡
大
橋
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
例
年
よ

り
多
く
の
観
光
客
が
十
郎
兵
衛
屋
敷
を
訪
れ
た
た
め
、
平
日
で
も

一
日
に
三
回
の
上
演

を
行
っ
て
い
た

（年
間
の
上
演
回
数
は
三
〇
〇
田
前
後
）
。

十
郎
兵
衛
屋
敷
で
は
毎
年
六
月
に

「十
郎
兵
衛
ま
つ
り
」
を
行
っ
て
い
る
。
平
成

一

〇
年
は
六
月
六
　
七
日
に
開
か
れ
た

（第
二
三
回
）。
ま
つ
り
に
は
十
郎
兵
衛
屋
敷
民
芸

部
だ
け
で
な
く
、
あ
わ
工
芸
座
や
平
成
座
、
さ
ら
に
は
地
元
の
川
内
中
学
校
民
芸
部
や

川
内
北
小
学
校
の
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
、
川
内
南
小
学
校
の
生
徒
な
ど
も
参
加
す
る
。

阿
波
人
形
浄
瑠
璃
振
興
会
で
は
、
昭
和
二
五
年
以
降
、
毎
年
夏
に

「夏
期
阿
波
人
形

浄
瑠
璃
大
会
」
を
開
催
し
て
い
る

（平
成

一
〇
年
人
月

一　

二
日
に
は
第
五
三
回
大
会

が
開
か
れ
た
）。
ま
た
、
文
楽
の
関
係
者
を
招
い
て
講
習
会
を
開
く
な
ど
、
技
術
の
向
上

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
や
全
国
各
地
で
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
公
演
依
頼
を
受
け
、
県
内
の
各
人
形
座
に
斡
旋
す
る
な
ど
の
仕

事
も
し
て
い
る
。

県
郷
上
文
化
会
館

（徳
島
市
藍
場
浜
）
で
は
、
平
成

一
〇
年
か
ら
県
の
予
算
で
年
に

一
回
人
形
浄
瑠
璃
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
県
内
の
人
形
浄
瑠
璃
関
係
者
や
様
々
な
組
織
に
よ
っ
て
、
徳
島
の
人

形
浄
瑠
璃
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ま
た
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い

‐160 -



後
継
者
を
育
成
す
る
た
め
に
様
々
な
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
座
が
人
形

浄
瑠
璃
を
上
演
す
る
機
会
は
確
実
に
増
え
、
人
々
の
関
心
も
高
ま
り
、
阿
波
人
形
洋
瑠

軸
は
以
前
よ
り
も
活
性
化
し
た
。

し
か
し
、
と
く
し
ま
体
験
館
や
十
郎
兵
衛
屋
敷
で
の
上
演
が

「傾
城
阿
波
鳴
円
」
に

限
ら
れ
て
い
る
た
め
リ
ピ
ー
タ
ー
が
生
ま
れ
に
く
い
こ
と
や
、
人
形
浄
瑠
強
に
興
味
を

持
つ
若
者
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
後
継
者
不
足
、
ま
た
、
三
味
線
の
師
匠
が
六
人
し
か

い
な
い
上
い
ず
れ
も
高
齢
で
あ
る
た
め
、
三
味
線
や
太
夫
の
後
継
者
に
つ
い
て
も
懸
念

が
あ
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

そ
れ
で
は
実
際
の
人
形
座
は
、
ど
の
よ
う
な
人
々
か
ら
構
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
座
の
メ
ン
パ
ー
は
ど
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ

て
大
形
浄
瑠
璃
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
伝
承
へ
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う

な
形
で
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
戦
前
か
ら
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
的
な

座
の
例
と
し
て
勝
浦
座
、
近
年
結
成
さ
れ
た
新
し
い
座
の
例
と
し
て
平
成
座
を
取
り
上

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
座
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
な
点
を
見
て
い
き
た
い
。

四
　
伝
統
的
な
座
の
取
り
組
み
―
勝
浦
座
の
事
例

（
一
）
座
の
成
り
立
ち

江
戸
期
か
ら
人
形
芝
居
の
盛
ん
で
あ
つ
た
勝
浦
地
方
で
は
、
幕
末
頃
、
棚
野
の
棚
野

座
、
坂
本
の
坂
本
座
、
入
国
の
人
国
座
の
二
座
が
あ
つ
た
。
こ
の
う
ち
の
久
国
座
が
現

在
の
勝
浦
座
の
前
身
で
あ
り
、
当
時
は
国
村
久
大
夫
座
と
称
し
て
い
た
ら
し
い
。
と
の

運
営
は

「若
連
」
と
呼
ば
れ
る
村
の
若
衆
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
明
治
期
に
入
る
と

青
年
団
に
引
き
継
が
れ
た
。
青
年
た
ち
の
熱
意
で
活
発
に
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和

七
年

十
一
月
二
六
日
、
久
国
舞
台
が
全
焼
し
保
管
さ
れ
て
い
た
人
形
、
諸
道
具

一
切
が

焼
失
し
て
し
ま
っ
た

［徳
島
県
教
育
委
員
会
　
一
九
人
二
　
一
〓
二
。
た
だ
し
二
番
費
だ

け
は
細
々
と
続
け
ら
れ
た
。

や
が
て
終
戦
を
迎
え
る
と
、
敏
鎌
秋
太
郎

。
中
西
保
太
郎

・
倉
橋
春

一
ら
が
中
心
と

な
っ
て
個
人
所
有
の
人
形
を
使
い
、
昭
和
二
一
年
に
勝
浦
座
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
。

同
年
、
当
時
の
那
賀
郡
加
茂
容
の
吉
井
座
か
ら
人
形

一
式
を
購
入
し
、
本
格
的
な
人
形

座
の
体
裁
を
整
え
た
。
し
か
し
、
当
時
の
芸
題
は
演
者
の
関
係
も
あ
り
、
「傾
城
阿
波
鳴

門
」
と

「壺
坂
観
音
霊
験
記
」
の
二
つ
に
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う

「徳
島
県
教
育
委
員

本方
　
一
九
八
二
　
一
〓
邑
。

そ
の
後
、
昭
和
三
七
年
に
は
座
の
後
押
し
で
地
元
の
勝
浦
園
芸
高
等
学
校
に
民
芸
部

が
誕
生
し
、
現
在
も
勝
浦
座
が
指
導
に
あ
た
つ
て
い
る
。

（
二
）
座
の
構
成

・
活
動
状
況

現
在
、
勝
滞
座
の
座
員
は
一
七
名
で
、
年
齢
は
三
〇
歳
か
ら
七
三
歳
ま
で
と
、
幅
広

い
年
齢
層
の
人
々
が
所
属
し
て
い
る

（平
均
年
締
は
五
三
歳
）。
男
女
比
を
見
る
と
男
性

一
一
名
、
女
性
六
名
と
な
つ
て
い
る
。
座
に
入
る
の
は
三
〇
歳
く
ら
い
に
な
っ
て
か
ら

が
多
く
、
中
心
と
な
っ
て
座
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
の
は
六
〇
歳
代
の
人
で
あ
る
と
い

う
。
勝
浦
座
は
プ
ロ
の
座
で
は
な
い
た
め
、
座
員
の
ほ
と
ん
ど
は
別
に
仕
事
を
持
つ
て

い
る

（主
に
農
業
）。
座
員
数
は
常
に
一
人
～
二
〇
名
程
度
を
確
保
し
て
い
る
が
、
ど
う

し
て
も
人
が
足
り
な
い
と
き
は
勝
浦
園
芸
高
等
学
校
の
民
芸
部
の
部
員
に
助
っ
人
を
頼

ん
で
い
る
。

座
員
は
太
夫
が

一
名
と
人
形
遣
い
が

一
六
名
で
ぁ
る
。
者
は
太
夫
や
三
味
線
を
す
る

人
も
多
く
い
た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
味
線
の
師
に
も

少
な
く
な
つ
た
た
め
、
習
う
の
が
難
し
い
と
い
う
。
現
在
、
公
演
の
と
き
に
は
太
夫
部
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屋
か
ら
大
夫
と
、
二
味
繰
の
人
に
来
て
も
ら
つ
て
い
る
。

座
の
運
営
に
あ
た
つ
て
は
、
勝
浦
町
か
ら
の
助
成
全
二
〇
万
円
、
団
体
会
費
二
〇
万

円
の
計
四
〇
万
円
と
、
そ
の
ほ
か
公
演
の
謝
礼
な
ど
も
運
営
費
に
充
て
て
い
る
。
勝
浦

座
が
所
有
し
て
い
る
人
形
の
頭
は
二
〇
点
、
個
人
所
有
の
頭

一
五
点
を
合
わ
せ
る
と
計

二
五
点
の
頭
を
所
有
し
て
い
る
が
、
長
い
問
使
っ
て
い
る
と
人
形
や
大
道
具
な
ど
も
傷

ん
で
く
る
。
人
形
の
頭
や
着
物
、
大
道
具
の
修
理
や
、
新
た
に
人
形
の
頭
を
作
る
こ
と

に
な
る
と
、
頭

一
つ
で
三
〇
～
五
〇
万
円
か
か
り
、
道
具
類
の
維
持
に
は
頭
を
悩
ま
せ

ク０
。練

習
は
勝
浦
町
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
週
二
日

（公
演
前
は
一
日
お
き
》
、　
一
九
～
二
二

時
頃
ま
で
練
習
し
て
い
る
。
現
在
上
演
可
能
な
芸
題
は
全
部
で
二
一
題
あ
り

（阿
波
鳴

門

・
壷
坂

・
管
四
・
宿
屋

や
す
じ
や

・
大
十
・
御
所
　
御
殿
　
玉
三
　
熊
谷
陣
屋

・
安

達

（袖
萩
祭
文
）
・
合
邦
ケ
辻

・
三
十
三
問
堂

・
新
ノ
ロ
村

・
朝
顔
道
行

・
伊
賀
越
道
中

双
六

（沼
津
）

忠
六

・
野
崎
　
日
吉
丸
　
忠
巨
蔵

・
本
下
）
、
上
演
可
能
な
芸
題
の
数

は
毎
年
増
え
て
い
る
。
県
内
で
こ
れ
だ
け
多
く
の
芸
題
を
上
演
で
き
る
座
は
他
に
な
い
。

も
し
、
長
い
問
上
演
し
て
い
な
い
芸
題
や
上
演
し
た
こ
と
の
な
い
芸
題
を
依
頼
さ
れ
て

も
、
ビ
デ
オ
を
見
て
勉
強
し
て
で
も
上
演
す
る
と
い
う
。
そ
こ
に
は
県
内
筆
頭
の
座
と

し
て
の
勝
浦
座
の
プ
ラ
イ
ド
が
感
じ
ら
れ
る
。

三
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
、
人
形
浄
瑠
璃
を
上
演
す
る
の
は
秋
祭
り
や
高
齢
者
の
会
合
の

際
な
ど
年
二
、
三
回
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
年
二
〇
田
以
上
上
演
の
機
会
が
あ
る
。
毎

年
恒
例
の
公
演
に
は
漁
祭
り
恵
比
寿
舞

（小
松
島
市
和
国
島
）、
大
飼
農
村
舞
台

（徳
島

市
人
多
町
）
、
人
形
浄
瑠
璃
大
会

（大
阪
府
能
勢
町
）、
振
興
会
大
会
、
浄
瑠
璃
フ
エ
ス

テ
イ
バ
ル
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
他
に
も
月

一
回
は
ア
ス
テ
イ
徳
島
で
上
演
し
て
い
る
。

勝
浦
座
は
、
後
継
者
の
育
成
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
昭
和
三
七
年
に
勝
浦

園
芸
高
等
学
校
に
民
芸
部
が
誕
生
し
て
以
来
、
部
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
は
毎

週
火
曜
日
一
五
時
か
ら
座
員
が
指
導
に
行
っ
て
お
り
、
公
演
前
に
な
る
と
毎
日
の
よ
う

に
指
導
に
行
く
。
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
現
在
民
芸
部
の
出
身
者
が
四
名
、
座
に
所
属
し

て
い
る
。

（三
）
座
員
の
意
識

浄
瑠
璃
に
対
す
る
座
員
の
意
識
を
知
る
た
め
、
平
成

一
〇
年

一
二
月

一
一
日
に
座
員

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た

（回
答
数

一
一
。
う
ち
男
性
六
、
女
性
五
）。

こ
こ
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
引
用
し
な
が
ら
、
座
員
の
人
形
浄
璃
璃
に
対
す

る
意
識
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
座
に
入
っ
た
き
っ
か
け
で
あ
る
が
、
勝
浦
座
は
戦
前
に
由
来
す
る
古
い
座
で
あ

り
、
家
族
な
ど
、
身
近
に
人
形
浄
瑠
璃
に
携
わ
っ
て
い
た
人
が
い
た
こ
と
か
ら
座
に
加

入
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
座
員
の
意
識
と
し
て
、
「跡
を
継
ぎ
座

を
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
る
人
が

（特
に
年
輩
の
座
員
の
中

に
は
）
少
な
く
な
い
。

若
い
世
代
の
座
員
の
中
に
は

「友
人
に
誘
わ
れ
て
加
入
し
た
」
と
い
う
答
え
も
あ
り
、

「高
校
時
代
に
民
芸
部
で
人
形
浄
瑠
璃
を
演
じ
、
そ
の
あ
と
座
に
誘
わ
れ
て
」
と
い
う

回
答
も
数
件
見
ら
れ
た
。
現
在
で
は
音
の
よ
う
に

「
（親
が
や
っ
て
い
た
か
ら
）
跡
を
継

ぐ
」
と
い
う
考
え
方
は
薄
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
た
め
現
役
の
座
員
が
周
囲
に
声
を
か
け

て
人
を
集
め
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「浄
瑠
璃
に
携
わ
っ
て
い
て
、
音
と
変
わ
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
と

い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
「変
わ
っ
た
」
と
い
う
答
え
が
多
く
返
っ
て
き
た
。
具
体
的
に

は
、
「生
活
の
中
に
人
形
浄
瑠
義
が
な
く
な
つ
た
」
「浄
瑠
璃
の
内
容
を
わ
か
っ
て
い
る

人
が
少
な
く
な
つ
て
き
た
」
「少
し
ず
つ
観
客
数
が
晴
え
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
」
「フ

ア
ン
が
確
か
に
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
全
然
違
う
文
楽
を
見
て
目
が
肥
え
て
い
て
、
宗
人

が
熱
演
し
て
ヽ
あ
ま
り
感
動
し
な
い
」
な
ど
と
い
う
答
え
が
あ
っ
た
。
様
々
な
取
り
組
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み
の
結
果
、
人
形
浄
瑠
璃
の
フ
ア
ン
が
増
え
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
は
多
い
。

し
か
し
そ
の
フ
ァ
ン
と
人
形
浄
瑠
璃
を
上
演
す
る
側
で
は
、
お
互
い
が
求
め
る
も
の
に

ず
れ
が
あ
る
と
い
う
印
象
を
持
つ
人
も
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
く
し
ま
体
験
館
で
の
上
演
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
人
形
浄
瑠
璃
の
観
光
化
に
つ
い

て
は
、
「人
形
は
人
に
見
て
も
ら
い
楽
し
ん
で
も
ら
う
も
の
で
あ
り
、
阿
波
踊
り
と
と
も

に
徳
島
の
代
表
の
一
つ
に
な
っ
て
は
し
い
」
「古
い
も
の
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
子
供
が

見
て
も
わ
か
る
よ
う
な
芸
題
を
す
る
な
ど
、
誰
に
で
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
も
の

を
取
り
入
れ
た
ら
い
い
と
思
う
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

「あ
な
た
に
と
つ
て
洋
璃
璃
と
は
何
で
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は

「趣
味
、

楽
し
み
」
と
答
え
た
人
が
最
も
多
く
、
「生
き
甲
斐
」
で
あ
る
と
答
え
た
人
も
何
人
か
い

た
。
さ
ら
に
具
体
的
に
は
、
「同
じ
目
的
を
持
つ
仲
間
で
伝
統
芸
能
を
守
っ
て
い
く
と
い

う
気
持
ち
が
あ
る
」
「趣
味
で
あ
る
が
、
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
使
命

感
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
」
宣
員
重
な
伝
統
芸
能
を
保
存
し
て
い
る
誇
り
と
責
任
を
感
じ

て
の
生
き
甲
斐
」
と
い
う
よ
う
な
答
え
が
あ
っ
た
。

昔
と
達
い
上
の
代
か
ら
下
の
代

へ
と
自
然
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
も
の
で
は
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
た
め
か
、
「伝
え
て
い
く
こ
と
」
を
意
識
し
て
い
る
人
が
非
常
に
多
か
っ

た
が
、　
一
方
で
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
浄
瑠
璃
を

「趣
味
と
し
て
遊
び
と
し
て
楽
し
な
も

の
」
と
し
て
も
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

五
　
新
設
の
座
の
取
り
組
み
―
平
成
座
の
事
例

ハ
一
）
座
の
成
り
立
ち

徳
島
に
は
現
在
人
形
浄
瑠
璃
の
三
味
線
の
師
匠
が
四
、
五
人
し
か
い
な
い
上
、
い
ず

れ
も
高
齢
で
あ
る
。
三
味
線
の
師
匠
が
い
な
く
な
る
と
人
形
浄
瑠
璃
の
伴
奏
を
す
る
人

が
な
く
な
り
、
阿
波
人
形
津
瑠
璃
も
途
絶
え
て
し
ま
う
。
昔
か
ら
、
年
を
と
っ
た
ら
人

形
浄
瑠
璃
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
た
松
本
弘
氏

（平
成
座
代
表
）
は
、
そ
う
思
っ

て
新
聞
広
告
で
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
、
昭
和
六
三
年
か
ら
二
年
間
、
三
味
線
教
室
を
開

い
た
。
教
室
は
好
評
で
あ
っ
た
が
、　
一
年
目
と
二
年
目
で
は
メ
ン
パ
ー
が
全
く
違
い
、

三
味
線
を
続
け
る
人
は
な
か
な
か
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
松
本
氏
は
自
分
た
ち
で
座
を
結
成
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
平
成
元
年

一
月

に
平
成
座
を
結
成
し
た
。
最
初
の
メ
ン
バ
ー
は
二
七
名
で
、
ロ
コ
ミ
や
新
聞
広
告
で
募

集
し
た
り
、
地
元
の
婦
人
会
に
お
願
い
し
た
ほ
か
、
三
味
線
教
室
に
通
っ
て
い
た
人
が

四
、
五
名
残
っ
た
。
始
め
た
と
き
は
全
員
が
初
心
者
だ
っ
た
。
最
初
は
松
本
氏
が
人
形

を
二
体

（お
弓
、
お
鶴
）
用
意
し
た
。
そ
の
後
、
費
用
が
で
き
新
し
く
作
つ
た
り
、
争

付
し
て
も
ら
つ
た
り
し
て
、
現
在
は
人
体
の
人
形
が
あ
る
。

と
は
語
り

。
三
味
線

，
人
形
の
三
業
が

一
体
と
な
っ
て
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
二
業
が
整
っ
た
の
は
平
成
座
が
始
め
て
で
あ
つ
た
。

（
二
）
座
の
構
成
　
活
動
状
況

座
の
結
成
当
時
、
座
員
は
一
七
名
で
ぁ
っ
た
が
、
他
の
座
に
引
き
抜
か
れ
た
り
し
た

た
め
現
在
の
座
員
は
二
〇
名
で
、
こ
の
う
ち
二
味
線
が
三
名
、
太
夫
が
六
名
、
人
形
遺

い
が

一
一
名
と
な
っ
て
い
る
。
年
齢
は
二
九
歳
か
ら
七
二
歳
ま
で
で
、
平
均
年
齢
は
六

四
歳
。
男
女
の
内
訳
は
男
性
三
名
、
女
性

一
七
名
。
職
業
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
主
婦
、

自
営
業
、
農
業
と
様
々
で
あ
る
。

人
形
の
練
習
は
毎
週
月
曜
と
金
曜
に
行
っ
て
い
る
が
、
主
な
練
習
日
は
月
曜
日
で
あ

る
。
淡
路
か
ら
指
導
者
を
招
い
て
い
る
が
、
先
生
が
来
ら
れ
な
い
と
き
は
ビ
デ
オ
を
見

て
練
習
、
勉
強
し
て
い
る
。
練
習
は
川
内
土
地
改
良
区

（徳
島
市
川
内
町
）
の
三
階
で
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行
っ
て
お
り
、
こ
こ
が
事
務
所
に
も
な
っ
て
い
る
。
三
味
線
と
太
夫
の
師
匠
は
、
淡
路

の
人
間
国
宝

，
鶴
沢
友
路
氏
で
あ
る
。
三
味
線
と
語
り
九
人
が
そ
れ
ぞ
れ
月
二
回
ず
つ

稽
古
に
行
く
。
現
在
上
演
可
能
な
芸
題
は
、
「寿
式
三
番
望
」
「傾
城
阿
波
鳴
門
」
「艶
姿

女
舞
　
一一一勝
半
七
酒
屋
の
段
」
「人
百
屋
お
七
」
雪
質
坂
観
音
霊
験
記
」
の
計
五
題
で
あ

Ｚつ
。座

の
運
営
に
あ
た
つ
て
は
座
員
か
ら
会
費
を
集
め
て
お
り
、
会
費
は
人
形
遣
い
が
二

千
円
、
三
味
線
と
大
夫
が
毎
月
千
円
で
、
さ
ら
に
師
匠

へ
の
謝
金

（毎
月

一
万
円
）
が

加
わ
る
。
人
形
や
二
味
線
、
大
談
の
修
理
な
ど
に
か
か
る
費
用
は
、
公
演
の
謝
金
で
賄

っ
て
い
る
。

公
演
は
年
に
二
〇
日
程
度
行

つ
て
い
る
。
毎
年
恒
例
の
公
演
に
は
、
川
内
婦
人
会
総

会
や
地
域
の
秋
祭
り
、
淡
路
人
形
サ
ミ
ッ
ト
、
国
民
文
化
祭
、
十
郎
兵
衛
ま
つ
り
、
振

興
会
大
会
、
浄
瑠
璃
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
な
ど
が
あ
り
、
と
く
し
ま
体
験
館
で
も
毎
月
二

日
程
度
公
演
し
て
い
る
が
、
と
く
し
ま
体
験
館
で
は
三
味
繰
は
師
匠
し
か
出
演
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
人
形
遣
い
だ
け
が
出
演
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
個
人
の
依

頼
で
結
婚
式
や
家
の
落
成
式
で
上
演
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

へ

公
演
に
行
く
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
県
内
の
人
形
座
に
は
三
味
線
や
語
り
を
す
る
人
が
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
他
の
人
形
座
が
公
演
す
る
と
き
に
、
三
味
線
の
師
匠
を
呼
ぶ
と
謝
金
が
高

い
の
で
、
三
味
線
と
太
夫
の
人
だ
け
平
成
座
か
ら
来
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
最
近
増

え
て
い
る
。

平
成
座
は
平
成
九
年
か
ら

「あ
わ
な
る
全
国
大
会
」
を
主
催
し
て
い
る
。
こ
れ
は
徳

島
が
舞
台
の

「傾
城
阿
波
鳴
円
」
を
も
つ
と
上
演
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
か
ら
始

ま
っ
た
大
会
で
あ
る
。
毎
年
全
国
の
人
形
座
に
通
知
し
、
五
月
の

一
～
三
日
に
郷
土
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。
全
国
か
ら
二
〇
座
以
上
が
集
ま
り

「傾
城
阿
波
鳴
円
」
を
上

演
す
る
。
主
催
は
あ
わ
な
る
保
存
会
で
、
保
存
会
は
平
成
座
、
川
内
中
学
校
民
芸
部
、

川
内
北
小
学
校
浄
韓
璃
ク
ラ
ブ
、
川
内
町
婦
大
会
、
十
郎
兵
衛
屋
敷
民
芸
部
で
結
成
し

て
い
る
が
、
実
質
の
運
営
は
平
成
座
が
行
っ
て
い
る
。

こ
の
あ
わ
な
る
全
国
大
会
に
、
地
元
の
川
内
北
小
学
校
と
川
内
南
小
学
校
も
参
加
し

て
い
る
。
平
成
と
の
座
員
で
あ
る
藤
本
宗
子
氏
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
平
成
九
年
に
川
内
北
小
学
校
に
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た
。
ク
ラ
ブ
で

は
小
学
生
な
の
で
人
形
は
使
わ
ず
、
「傾
城
阿
波
鳴
門
」
を
劇
化
し
、
三
味
線
と
大
夫
の

語
り
に
合
わ
せ
て
登
場
人
物
の
お
弓
と
お
鶴
を
子
供
が
演
じ
て
い
る
。
ま
た
川
内
南
小

学
校
に
は
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
は
な
い
が
、
大
会
で
は

「十
郎
兵
術
数
え
歌
」
を
児
童

六
〇
名
で
発
表
し
た
。

平
成
座
は
、
地
元
の
川
内
中
学
校
民
芸
部
、
川
内
北
小
学
校
浄
璃
璃
ク
ラ
ブ
な
ど
に

助
威
金
を
渡
し
、
多
く
の
子
供
た
ち
に
人
形
浄
瑠
璃
に
触
れ
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
取

り
組
ん
で
い
る
。

含
じ

座
員
の
意
識

座
員
の
人
形
浄
瑠
璃
に
対
す
る
意
識
を
知
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
平
成

一
０
年

一
二
月

一
人
日
に
実
施
し
た
。
回
答
数
は
人
で
、
う
ち
男
性
が
二
、
女
性
が
六
で
あ
っ

た
。座

に
入
っ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
、
平
成
座
は
ま
だ
新
し
い
座
で
あ
り
、
座
を
結

成
す
る
と
き
に
地
元
の
婦
人
会
に
お
願
い
し
た
り
新
聞
広
告
な
ど
で
座
員
を
募
集
し
た

た
め
、
「友
人
に
誘
わ
れ
て
」
と
い
う
答
え
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
つ
た
。
そ
の
ほ
か

「三
味

線
が
好
き
だ
か
ら
」
「人
形
浄
瑠
璃
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
答
え
も
あ
っ
た
。

平
成
座
の
座
長
で
あ
る
松
本
氏
に
よ
る
と
、
人
形
浄
瑠
璃
を
や
つ
て
み
よ
う
と
考
え
る

人
は
子
供
の
頃
人
形
浄
韓
璃
を
見
た
こ
と
が
あ
つ
た
り
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
人
形
浄
瑠

鶏
に
携
わ
っ
て
い
た
人
が
い
た
り
と
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
人
形
津
瑠
璃
に
触
れ
た
こ
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と
が
あ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
い
う
。

と
く
し
ま
体
験
館
で
の
上
演
や
人
形
浄
瑠
璃
の
観
光
化
に
つ
い
て
は
、
「
マ
ン
ネ
，
化

す
る
の
で
、
（阿
波
鳴
以
外
の
）
他
の
書
題
も
上
演
し
た
方
が
い
い
」
「上
演
口
数
と
会

場
を
多
く
持
ら
、
も
つ
と
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
る
こ
と
」
「座
員
の
技
術
の
向
上
が
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

「あ
な
た
に
と
つ
て
浄
瑠
璃
と
は
な
ん
で
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
勝
浦

座
と
同
じ
く

「趣
味
、
楽
し
み
」
と
答
え
た
人
が
最
も
多
か
っ
た
。
具
体
的
に
は

「気

晴
ら
し
に
な
り
、
浄
靖
璃
を
始
め
て
か
ら
何
で
も
す
っ
と
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た
」
「周

囲
の
人
と
の
親
睦
が
楽
し
み
で
あ
り
、
伝
統
芸
能
を
保
存
す
る
自
覚
が
芽
生
え
た
」
「人

の
情
に
感
じ
、
情
操
教
育
に
よ
い
」
「健
康
に
よ
い
」
な
ど
で
の
回
答
が
あ
っ
た
。
な
か

で
も
、
人
形
浄
瑠
璃
は

「健
康
に
よ
い
」
と
答
え
た
人
が
最
も
多
か
っ
た
。
三
味
線
を

演
奏
し
た
り
、
浄
瑠
璃
を
語
っ
た
り
、
人
形
を
操
つ
た
り
と
そ
れ
ぞ
れ
が
難
し
い
上
に
、

そ
の
こ
つ
の
息
が
合
わ
な
け
れ
ば
人
形
浄
瑠
璃
は
完
成
し
な
い
。
人
形
浄
瑠
聴
を
し
て

い
る
と
、
細
や
か
な
所
で
気
を
配
り
体
を
動
か
す
の
で
あ
ろ
う
。
平
成
座
の
座
員
の
平

均
年
齢
が
約
六
四
歳
と
勝
浦
座
と
比
べ
て
高
い
た
め
か
、
浄
瑠
璃
を

一
種
の
健
康
法
を

兼
ね
た
趣
味
と
い
う
よ
う
に
捉
え
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

一〈
　
お
わ
り
に
―
伝
え
る
座
と
広
め
る
座

現
在
、
徳
島
の
人
形
浄
瑠
璃
界
は
、
若
い
世
代
で
人
形
浄
瑠
鶏
に
興
味
を
持
つ
人
が

少
な
い
た
め
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
阿
波
人
形
津
瑠
璃
振
興
会
の
事
務
局
長
で
あ

る
後
藤
文
子
氏
に
よ
れ
ば
、
浄
瑠
璃
を
し
て
い
る
人
の
な
か
で
は
五
〇
歳
代
で
も
若
い

方
に
入
る
と
い
う
。

後
継
者
育
成
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
勝
浦
座
は
、
地
元
の
勝
浦
国
芸
高
等
学
校
に

民
芸
部
を
誕
生
さ
せ
、
直
接
の
後
継
者
育
成
の
た
め
、
技
術
的
な
面
で
の
指
導
を
熱
心

に
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
現
在
民
芸
部
の
出
身
者
四
名
が
座
に
所
属
し

て
い
る
。
だ
い
た
い
が
二
〇
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
座
に
入
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
そ

の
時
期
に
な
る
と
時
間
に
余
裕
が
で
き
て
く
る
た
め
で
あ
る
よ
う
だ
。

一
方
、
平
成
座
は
、
川
内
北
小
学
校
に
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
を
誕
生
さ
せ
た
り
、
川

内
中
学
校
民
芸
部
に
も
助
成
金
を
渡
す
な
ど
し
て
は
い
る
が
、
人
形
の
扱
い
な
ど
技
術

的
な
指
導
は
行
っ
て
い
な
い
。
平
成
座
自
体
が
ま
だ
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
座
で
あ
る

こ
と
も
、
そ
の
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
平
成
座
の
座
長
で
あ
る
松
本
氏
は
、
「子
供
の
頃

に
人
形
浄
瑠
璃
に
触
れ
て
い
れ
ば
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
、
も
っ
と
興
味
を
も
つ
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
考

え
か
ら
、
子
供
た
ち
が
浄
瑠
璃
に
触
れ
る
機
会
を
作
り
、
あ
わ
な
る
全
国
大
会
を
主
催

す
る
な
ど
し
て
、
も
つ
と
浄
瑠
璃
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
努
力
し
て
い
る
。

勝
浦
座
と
平
成
座
の
後
継
者
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み
を
比
較
し
て
み
る
と
、
勝
浦

座
は
技
術
を
上
の
世
代
か
ら
下
の
世
代

へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
重
視
し
て
い
る

が
、
平
成
座
は
技
術
の
伝
承

・
後
継
者
の
育
成
と
い
う
よ
り
は
、
人
形
浄
璃
璃
を

一
般

に
広
め
る
こ
と
な
重
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
勝
浦
座
は
、
少
数
で
は
あ
る
が

若
い
世
代
に
技
術
を
伝
え
、
確
実
に
座
の
後
継
者
を
育
成
し
て
い
る
。　
一
方
平
成
座
は

人
形
浄
瑠
璃
を
広
め
る
こ
と
で
、
確
実
で
は
な
い
が
将
来
的
に
人
形
浄
瑠
璃
に
興
味
を

持
つ
若
い
世
代
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
ど
ち
ら
の
座
も

「伝
え

る
」
「広
め
る
」
と
い
う
双
方
の
性
格
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
が
、
勝
浦
座
は
人
形
浄
瑠

璃
を

「伝
え
る
」
こ
と
、
平
成
座
は

「広
め
る
」
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

（
一
方
、
二
つ
の
座
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
楽
し
い

か
ら
人
形
洋
璃
璃
を
や
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
）。

二
つ
の
座
の
こ
の
よ
う
な
性
格
の
違
い
は
、
座
員
の
意
識
の
違
い
、
ひ
い
て
は
と
の

歴
史
、
伝
統
の
長
さ
の
違
い
か
ら
来
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
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見
ら
れ
た
よ
う
に
、
勝
浦
座
で
は

「座
を
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
音
か
ら
の
考
え
方
が
現
在
で
も
根
強
く
残
っ
て
い
た
が
、
平
成
座
は
新
設
の
座
で

あ
る
た
め
、
「伝
統
芸
能
の
継
承
」
と
い
う
意
識
は
あ
っ
て
も
、
「座
を
引
き
継
ぐ
」
と

い
う
意
識
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
つ
た
。

後
継
者
不
足
と
い
う
問
題
の
ほ
か
に
も
、
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
問
題
は
残
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
徳
島
の
人
形
浄
瑠
璃
に
リ
ピ
ー
タ
ー
が
生
ま
れ
に
く
い
と
い
う
問

題
で
あ
る
。
人
形
浄
瑠
璃
の
定
期
上
演
を
行
っ
て
い
る
ア
ス
テ
ィ
徳
島
と
十
郎
兵
衛
屋

敷
で
は
、
「仮
城
阿
波
鳴
門
」
の
八
段
目
し
か
上
演
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
勝

浦
座
、
平
成
座
は
と
も
に
上
演
可
能
な
芸
題
を
年
々
増
や
し
て
お
り
、
「他
の
芸
題
も
上

演
す
べ
き
」
と
い
う
意
見
が
多
数
あ
っ
た
も
の
の
、
「傾
城
町
波
鳴
門
」
し
か
上
演
で
き

な
い
座
が
い
く
つ
か
あ
る
現
状
か
ら
見
て
も
、
ほ
か
の
芸
題
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
ま

だ
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

師
匠
が
少
な
く
将
来
が
心
配
さ
れ
て
い
る
三
味
線
や
太
夫
の
後
継
者
問
題
も
残
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
平
成
座
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
、
平
成

座
で
は
、
三
味
線
と
太
夫
の
穂
古
の
た
め
毎
丹
ニ
ロ
淡
路
に
通
っ
て
い
る
。
ま
た
川
内

北
小
学
校
の
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
プ
で
は
、
現
在
、
子
供
た
ち
が
太
夫
に
挑
戦
し
は
じ
め

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
徳
島
の
人
形
浄
瑠
璃
界
は
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
勝
浦
座

も
平
成
座
も
徳
島
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
人
形
浄
瑠
璃
を
盛
り
立
て
て
い
く
た
め
に
、
様

々
な
正
夫
を
し
活
動
し
て
い
る
。
新
世
紀
は
子
供
が
減
っ
て
お
年
寄
り
が
増
え
る

「少

子
　
高
齢
化
」
が

一
段
と
進
む
。
地
域
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
を
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
は
、
世
代
を
越
え
た
交
流
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
そ

の
際
、
勝
浦
座
や
平
成
座
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

「伝
え
る
」
「広
め
る
」
と
い
チ
ニ
つ
の

視
点
は
、
民
俗
文
化
の
伝
承
に
あ
た
つ
て
必
要
不
可
欠
な
視
点
と
な
っ
て
い
く
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

注
（１
）
本
研
究
の
も
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な
っ
た
調
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は
、
平
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〇
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に
か
け
て
行

っ
た
。
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）
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
振
興
会
事
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局
長

，
藤
本
文
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（３
）
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
振
興
会
事
務
局
長
　
藤
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文
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
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